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平成２３年８月１５日

６
月
２５
日
、
平
成
二
十
三

年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
、
髙

間
專
逸
会
長
の
勇
退
の
あ
と

を
受
け
て
、
新
会
長
に
青
森

県
高
Ｐ
連
会
長
の
相
川
順
子

氏
が
新
会
長
に
就
任
し
た
。

会
長
就
任
の
挨
拶

社
団
法
人
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
　
会
長

相
　
川
　
順
　
子

こ
の
度
の
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
に
お
い

て
、
第
十
六
代
会
長
に
就
任

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

全
国
高
Ｐ
連
は
昭
和

二
十
七
年
に
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
と
し
て
発
足

し
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

「
会
員
の
気
持
ち
を
ひ
と
つ

に
」
を
原
点
に
、
こ
れ
ま
で

も
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
全
国
高
Ｐ
連

の
役
目
と
し
て
、
皆
様
の
声

を
、
文
部
科
学
省
を
は
じ
め

各
関
係
機
関
に
直
接
伝
え
る

事
を
通
し
て
、
教
育
環
境
の

改
善
や
健
全
育
成
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
原

点
で
も
あ
り
、
今
後
も
引
き

続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
、
隔
年

で
実
施
し
て
き
た
進
路
意
識

に
関
す
る
調
査
の
年
に
あ
た

り
、
第
五
回
「
高
校
生
と
保

護
者
の
進
路
に
関
す
る
意
識

調
査
」
を
実
施
致
し
ま
す
。

こ
の
調
査
を
通
し
て
、
高
校

生
と
保
護
者
の
進
路
に
関
し

て
の
望
ま
し
い
在
り
方
や
、

将
来
の
課
題
に
つ
い
て
探
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
六
年
前
か
ら
実
施

し
て
き
た「
高
校
生
の
生
活
・

意
識
調
査
」
を
、
今
年
度

は
「
高
校
生
の
育
成
環
境
改

善
の
た
め
の
継
続
的
実
態
調

査
」
と
し
て
、
実
施
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
高
校
生
の

人
間
関
係
や
親
子
関
係
、
信

頼
関
係
を
中
心
と
し
た
調
査

と
分
析
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
の
他
に
、

社
会
状
況
の
変

化
に
伴
い
一
般

社
団
法
人
へ
の

移
行
に
向
け
た

作
業
も
引
き
続

き
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、（
仮
）

会
費
等
検
討
委

員
会
を
立
ち
上

げ
、
組
織
運
営

の
在
り
方
に
つ

い
て
見
直
し
、

事
業
内
容
の
精

査
な
ど
を
す

る
事
が
急
務
と

な
っ
て
お
り
ま

す
。
私
た
ち
は
、

保
護
者
と
し
て

ま
た
大
人
と
し
て
、
実
社
会

へ
出
て
自
立
で
き
る
子
ど
も

を
育
て
る
役
目
を
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
、
全
国
高
Ｐ
連
と

し
て
は
、
皆
様
へ
研
修
や
研

鑽
の
場
を
提
供
し
、
情
報
を

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
私

た
ち
自
ら
が
学
び
保
護
者
力

を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
子
ど

も
た
ち
へ
の
人
間
力
、
生
き

る
力
と
な
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
人
と
の

出
会
い
に
よ
り
、
信
頼
関
係

を
築
き
、
様
々
な
事
を
作
り

上
げ
、
活
動
を
続
け
次
へ
つ

な
げ
て
い
く
役
割
を
担
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
３
月
１１

日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
今
で
も
多
く
の
方
々
が

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
復
興
に
は
長
い

年
月
が
か
か
り
ま
す
。
今
こ

そ
、全
国
の
絆
を
強
く
結
び
、

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
お
互
い
が
知
恵
を
出

し
合
い
、
共
に
同
じ
方
向
に

向
か
っ
て
進
ん
で
行
く
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会長就任あいさつ	 １頁
シリーズ青春白書　全国からの便り−輝く姿がここにある−
　滋賀県立虎姫高等学校	 ２頁
　　「質実剛健」「方円自在」「独立自尊」
　　　進学校としての一流をめざす
　山梨県立甲府第一高等学校	 ３頁
　　校是「Boys,be	ambitious」
　　　志をかかげ、未来をみつめる若者たち
　　　　―豊かな教養と優れたコミュニケーション能力を持ち、
　　　　　　広く活躍する有為な人材の育成をめざして

平成２３年度総会報告	 ４頁
各委員会報告	 ５頁
シリーズ視点『ケータイ甲子園２０１０』全国大会の開催報告	６〜７頁
地区大会報告
北海道地区・関東地区	 ８頁
東京地区・北信越地区	 ９頁
東海地区・近畿地区	 １０頁
中四国地区・九州地区	 １１頁

平成２３年度役員・委員名簿	 １２頁
義援金のお礼と報告	 １２頁

今
号
の
主
な
内
容

左から工藤重信副会長、相川順子会長、三浦啓亨副会長

平
成
二
十
三
年
度
会
長
に
相
川
順
子
氏
が
就
任

平
成
二
十
三
年
度
会
長
に
相
川
順
子
氏
が
就
任
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【
虎
姫
っ
て
ど
こ
？
】

現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
江
～
姫
た
ち
の
戦
国
～
」
の

舞
台
と
な
っ
て
い
る
浅
井
氏

居
城
の
小
谷
城
は
、
本
校
か

ら
数
キ
ロ
北
東
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
織
田
・
徳
川
連
合
軍

が
浅
井
・
朝
倉
同
盟
軍
と
戦
っ

た
「
姉
川
の
合
戦
」
の
古
戦

場
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。

【
校
名
の
由
来
】

昔
、
本
校
の
近
く
に
桃
酢

谷
と
い
う
場
所
が
あ
り
、
美

し
い
姫
が
一
人
で
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。
名
前
を
虎
御
前

と
い
い
ま
し
た
。
虎
御
前
の

美
し
さ
は
評
判
に
な
り
、
結

婚
の
申
し
込
み
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る
日
虎

御
前
は
中
野
に
住
む
世
々
開

と
い
う
若
者
に
出
会
い
、
縁

あ
っ
て
共
に
暮
ら
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ほ
ど
な
く
、

虎
御
前
は
身
ご
も
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
生
ま
れ
て
き
た

の
は
、
顔
以
外
は
う
ろ
こ
に

覆
わ
れ
た
十
五
匹
も
の
小
蛇

で
し
た
。
虎
御
前
は
嘆
き
悲

し
み
身
を
投
げ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
世
々
開
は
子
ど
も

た
ち
を
立
派
に
育
て
、
子
ど

も
た
ち
が
成
人
す
る
頃
に

は
、
人
間
と
ま
っ
た
く
変
わ

ら
な
い
容
姿
と
な
り
ま
し

た
。
明
治
二
十
二
年
に
町
村

制
が
実
施
さ
れ
た
と
き
、
虎

御
前
を
偲
ん
で
「
虎
姫
村
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
学
校
概
要
】

本
校
は
、
大
正
九
年
に
、

虎
姫
村
に
滋
賀
県
立
虎
姫
中

学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
昨

年
度
、
九
〇
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
卒
業
生
は

一
万
九
千
人
を
超
え
、
国
内

外
、
ま
た
、
各
界
で
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
校
の
校
訓

は
「
質
実
剛
健
」
で
、
飾
り

気
な
く
誠
実
で
、
た
く
ま
し

く
健
や
か
で
あ
れ
と
い
う
教

え
は
、
創
立
以
来
本
校
の
あ

ら
ゆ
る
教
育
活
動
に
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
校
歌
に
あ
る
「
独
立

自
尊
」
と
「
方
円
自
在
」
の

考
え
方
は
校
訓
と
と
も
に
本

校
教
育
の
大
切
な
柱
と
な
っ

て
お
り
、
自
主
・
自
立
の
精

神
と
柔
軟
な
思
考
力
お
よ
び

心
を
持
っ
た
人
材
育
成
に
努

め
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
県
教
育
委
員

会
か
ら
、「
確
か
な
自
己
実

現
支
援
事
業
」
の
指
定
を
受

け
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を

展
開
し
、
進
学
校
と
し
て
の

一
流
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

【
特
色
あ
る
教
育
活
動
】

①
高
大
連
携
講
座
　
滋
賀
県

立
大
学
（
生
物
・
化
学
・
物

理
分
野
）、
滋
賀
医
科
大
学

（
医
学
科
・
看
護
科
）、
金
沢

大
学
（
全
文
系
学
科
）
と
連

携
を
組
み
、
夏
季
休
業
中
の

二
日
間
、
主
に
二
年
生
が
参

加
し
ま
す
。
実
際
に
大
学
で

行
わ
れ
て
い
る
講
義
や
実
験

を
体
験
し
ま
す
。

②
コ
ア
Ｓ
Ｓ
Ｈ
　
県
立
膳
所

高
校
の
連
携
校
と
し
て
県
内

数
校
合
同
で
実
施
す
る
事
業

で
、
科
学
に
関
す
る
課
題
研

究
を
行
い
、
そ
れ
を
英
語
で

発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
三
月

に
は
、
イ
ギ
リ
ス
研
修
に
参

加
し
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
、

大
英
博
物
館
等
を
訪
れ
ま
す
。

③
電
子
黒
板
の
導
入
　
昨
年

創
立
九
十
周
年
を
迎
え
、
卒

業
生
等
よ
り
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
、
Ｈ
Ｒ
教
室
等
に
８７
イ

ン
チ
の
大
画
面
を
持
つ
電
子

黒
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、Ｄ
Ｖ

Ｄ
視
聴
、
画
面
へ
の
書
き
込

み
・
保
存
も
で
き
、授
業
が
画

期
的
に
効
率
化
さ
れ
ま
し
た
。

今
秋
、外
国
の
高
校
と
の
テ
レ

ビ
会
議
も
行
う
予
定
で
す
。

【
虎
高
あ
れ
こ
れ
】

本
校
敷
地
内
に
は
、
姉
川

（
姉
川
の
合
戦
で
有
名
）
の

伏
流
水
が
豊
富
で
、
多
く
の

湧
き
水
が
あ
り
、
生
徒
た
ち

が
よ
く
利
用
し
ま
す
。
そ
れ

を
虎
高
三
名
水
と
称
し
、
そ

れ
ぞ
れ「
賢
く
な
る
水
」、「
強

く
な
る
水
」
そ
し
て
「
考
え

る
泉
」と
名
付
け
て
い
ま
す
。

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
】

学
校
の
日
々
の
教
育
活
動
、

生
徒
・
教
職
員
を
支
援
し
な

が
ら
、
次
の
よ
う
な
活
動
を

継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

①
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
進
路
講
演

会
　
二
百
人
を
越
え
る
保
護

者
が
参
加
し
、
総
会
の
後
、
学

校
紹
介
、
希
望
進
路
に
向
け

て
の
取
り
組
み
、
学
年
の
状
況

な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
研
修
旅
行
　
毎
年
八
十
人

を
越
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
参
加
が

あ
り
、
大
阪
・
京
都
・
名
古

屋
方
面
の
大
学
見
学
・
模
擬

授
業
や
名
所
見
学
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

③
Ｐ
Ｔ
Ａ
通
信
　
学
校
の
取

り
組
み
、
部
活
動
の
活
躍
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
報
告
な
ど
、

年
二
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

④
よ
う
こ
そ
先
輩
　
一
年
生

の
二
学
期
の
当
初
に
本
校
卒

業
生
で
社
会
に
お
い
て
活
躍

し
て
い
る
先
輩
三
名
を
お
迎

え
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
で
自
分
の
進
路

や
生
き
方
に
つ
い
て
お
話
を

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
招
聘

す
る
先
輩
の
人
選
や
当
日
の

進
行
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
副
会

長
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

⑤
Ｃ
Ｏ
Ｍ
委
員
会
　
Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｍ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

（
伝
達
・
通
信
）
の
略
で
す

が
、
今
年
か
ら
発
足
し
ま
し

た
。
授
業
参
観
や
懇
談
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

⑥
巡
回
指
導
　
生
徒
の
健
全

育
成
の
一
環
と
し
て
夏
休
み

に
三
回
、
量
販
店
等
の
巡
視

を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑦
そ
の
他
　
文
化
祭
の
模
擬

店
や
二
年
生
の
学
年
行
事「
３２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
剛
健
ウ
ォ
ー

ク
」
で
安
全
指
導
や
う
ど
ん

の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

「青春白書全国か らの便り
―輝く姿がこ こにある」vol.13

未来を見つめ、夢を追い求め、 ひたすらに頑張る子どもたち。
その子どもたちを熱意 をもって導く先生たち、

そしてＰＴＡの仲間の姿をお伝えします。

滋
賀
県
立
虎
姫
高
等
学
校

「
質
実
剛
健
」「
方
円
自
在
」「
独
立
自
尊
」

進
学
校
と
し
て
の
一
流
を
め
ざ
す

虎御前姫の伝説

本校前庭より

電子黒板による授業

中庭「賢くなる水」

平成２２年度
「ようこそ先輩」
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【
学
校
の
概
況
】

本
校
は
明
治
十
三
年
に
山

梨
県
中
学
校
と
し
て
開
校

し
、何
度
か
の
改
称
を
経
て
、

現
在
の
校
名
と
な
り
、
今
日

ま
で
一
三
一
年
の
歴
史
を
有

し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
も

三
万
人
を
超
え
、
首
相
石
橋

湛
山
を
は
じ
め
各
界
で
活
躍

す
る
有
為
な
人
材
を
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。
伝
統
は
新
た

に
作
る
こ
と
で
繋
が
っ
て
い

く
と
の
認
識
の
も
と
、
各
学

年
普
通
科
六
ク
ラ
ス
と
英
語

科
一
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
勉
学

に
部
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

【
特
色
あ
る
教
育
活
動
と

そ
れ
を
支
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

本
校
の
特
色
あ
る
学
校
行

事
「
強
行
遠
足
」
は
、
大
正

十
三
年
に
江
口
俊
博
校
長
に

よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
今
年
で

八
十
五
回
を
迎
え
ま
す
。
毎

年
十
月
上
旬
に
二
日
間
を
か

け
て
、
男
子
は
夜
十
時
に
学

校
を
出
発
し
長
野
県
の
小
海

ま
で
七
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
、
女
子
は
朝
七
時
三
十
分

に
県
内
の
須
玉
か
ら
長
野
県

の
野
辺
山
ま
で
三
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
各
自
の
体
力
に

応
じ
て
歩
き
ま
す
。

こ
の
行
事
は
、
生
徒
に

と
っ
て
は
、
ま
だ
知
ら
ぬ
自

分
の
限
界
へ
の
挑
戦
で
す
。

歩
く
こ
と
で
自
己
を
見
つ

め
、
己
の
内
面
を
知
り
、
可

能
性
を
知
る
と
い
う
精
神
的

な
行
事
で
も
あ
り
、
自
己
を

確
立
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
友
人
と
の

友
情
を
深
め
、
多
く
の
方
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
経
験
は
深
く
心
に
残

り
、
同
窓
生
を
つ
な
ぐ
絆
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

同
じ
よ
う
な
行
事
を
行
っ
て

い
る
北
海
道
の
北
見
北
斗
高

等
学
校
と
交
流
し
、
生
徒
が

交
互
に
参
加
し
合
い
親
睦
を

深
め
て
い
ま
す
。

在
校
生
の
強
行
遠
足
に
対

す
る
意
気
込
み
は
相
当
な
も

の
で
、
体
育
の
授
業
を
と
お

し
て
細
か
な
各
地
点
で
の
目

標
タ
イ
ム
を
作
り
、
毎
日
の

生
活
の
中
で
自
己
管
理
を
し

な
が
ら
備
え
て
い
ま
す
。

夜
間
を
含
む
長
時
間
・
長

距
離
に
わ
た
る
行
事
を
支

え
て
い
る

の
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
す
。

昨
年
度
は

五
〇
〇
人

以
上
の
保

護

者

が
、

交
通
整
理
、

交
通
案
内
、
給
水
所
・
検
印

所
の
任
務
、
バ
ス
の
乗
車
指

導
、
医
療
関
係
な
ど
の
仕
事

を
行
い
ま
し
た
。
物
資
不
足

の
戦
中
戦
後
も
途
切
れ
る
こ

と
の
無
か
っ
た
名
物
の
し
じ

み
汁
も
大
勢
で
作
っ
て
生
徒

に
提
供
し
、
寒
い
中
、
体
を

温
め
る
忘
れ
ら
れ
な
い
味
と

し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
が
な
い

と
実
施
で
き
な
い
行
事
で

す
が
、
深
夜
に
及
ぶ
長
時
間

の
仕
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

子
ど
も
た
ち
の
ひ
た
す
ら

頑
張
る
す
が
す
が
し
い
姿

に
接
し
、
応
援
す
る
こ
と
を

通
し
て
、
参
加
し
て
よ
か
っ

た
と
の
感
想
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

を
知
り
、
親
子
で
共
に
体

験
で
き
る
貴
重
な
機
会
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
と他

の
活
動
】

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
は

各
ク
ラ
ス
五
名
の
一
〇
五

名
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
強
行
遠
足
委
員

会
と
広
報
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
前
述
の

通
り
強
行
遠
足
委
員
会
は

強
行
遠
足
の
中
心
と
な
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
は
年
二
回
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
便
り
の
発
行
と
学
校

説
明
会
（
延
参
加
中
学
生
・

保
護
者
二
，〇
〇
〇
名
）オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
（
の
べ
参
加

者
一
，
一
〇
〇
名
）
の
受
付
・

誘
導
案
内
・
保
護
者
相
談

コ
ー
ナ
ー
の
対
応
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
各
学
年
の
保
護

者
対
象
進
路
説
明
会
な
ど
も

行
わ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
理
解
と

協
力
の
も
と
生
徒
た
ち
は
生

き
生
き
と
し
た
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

「青春白書全国か らの便り
―輝く姿がこ こにある」vol.13

未来を見つめ、夢を追い求め、 ひたすらに頑張る子どもたち。
その子どもたちを熱意 をもって導く先生たち、

そしてＰＴＡの仲間の姿をお伝えします。

山
梨
県
立
甲
府
第
一
高
等
学
校

校
是
「B

oys,be　

am
bitious

」

　

志
を
か
か
げ
、
未
来
を
み
つ
め
る
若
者
た
ち

―
豊
か
な
教
養
と
優
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
ち
、
広
く
活
躍
す
る
有
為
な
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て



（4）㈳全高Ｐ連会報〈第７０号〉平成２３年８月１５日

６
月
２５
日
、
東
京
お
茶
の

水
に
あ
る
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
に
お
い
て
本
年
度
第
一

回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
は
文
部
科
学
省
生
涯

学
習
政
策
局
社
会
教
育
課
長

塩
見
み
づ
枝
氏
、
日
本
Ｐ
Ｔ

Ａ
全
国
協
議
会
会
長
相
川
敬

氏
、
日
本
私
立
小
学
校
中
学

校
高
等
学
校
保
護
者
連
合
会

副
会
長
門
傳
英
慈
氏
。

総
会
に
先
立
ち
、
東
日
本

大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
高

校
生
や
保
護
者
を
は
じ
め
多

く
の
方
々
に
対
し
て
黙
祷
を

捧
げ
た
。
次
い
で
被
災
さ
れ

た
太
平
洋
沿
岸
の
東
北
・
北

関
東
の
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
長
に
髙
間
專
逸
全
高

Ｐ
連
会
長
か
ら
義
援
金
が
目

録
と
共
に
手
渡
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
被
災
さ
れ

た
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
生
徒

に
代
わ
っ
て
宮
城
県
高
Ｐ
連

の
正
木
毅
会
長
が
、
義
援
金

を
寄
せ
ら
れ
た
全
国
の
方
々

に
対
し
て
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
た
。

ま
た
、
今
回
渡
さ
れ
た
義

援
金
は
第
一
次
分
で
、
第
二

次
の
分
配
を
行
う
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。（
１２
ペ
ー
ジ

に
関
連
記
事
）

総
会
で
は
、
髙
間
專
逸
会

長
、
来
賓
の
挨
拶
が
あ
り
、

議
長
に
大
分
県
高
Ｐ
連
会
長

三
浦
啓
亨
氏
を
選
び
、
議
事

に
入
っ
た
。

一
号
議
案
・
２２
年
度
事
業

報
告
、
二
号
議
案
・
２２
年
度

収
支
計
算
書
・
同
監
査
報
告

と
も
、
本
部
事
務
局
・
各
委

員
長
・
代
表
監
事
に
よ
る
報

告
が
あ
り
、
両
議
案
は
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
し
か

し
、
監
査
報
告
の
『
意
見
』

で
は
、「
収
支
改
善
を
見
据

え
、
組
織
運
営
並
び
に
財
政

の
構
造
的
な
見
直
し
を
早
急

に
は
か
ら
れ
た
い
」、「
補
助

金
に
頼
ら
な
い
自
主
事
業
へ

の
取
り
組
み
を
諮
ら
れ
た
い
」

と
昨
年
に
引
き
続
い
て
同
様

の
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

全
国
高
Ｐ
連
執
行
部
と
し
て

は
今
後
早
急
に
対
応
が
迫
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
号
議
案
・
東
京
大
会

決
算
報
告
、
第
四
号
議
案
・

平
成
２３
年
度
役
員
選
任
は
提

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
て
休
憩

に
入
っ
た
。

再
会
後
の
、
第
五
号
議
案
・

会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
、

常
務
理
事
の
選
任
で
は
髙
間

專
逸
会
長
が
勇
退
さ
れ
た
の

を
受
け
て
、
青
森
県
高
Ｐ
連

会
長
の
相
川
順
子
氏
が
第

十
六
代
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

ま
た
、
大
分
県
の
三
浦
啓

亨
理
事
と
岩
手
県
の
工
藤
重

信
理
事
が
副
会
長
に
、
北
海

道
の
松
本
衆
司
理
事
が
専
務

理
事
、
山
口
県
の
多
々
良
健

司
理
事
が
常
務
理
事
と
し
て

可
決
了
承
さ
れ
た
。（
１
ペ
ー

ジ
に
関
連
記
事
）

第
六
号
議
案
・
一
般
社
団

法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て

は
、
相
川
新
会
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
①
定
款
変
更
案
の
停

止
条
件
付
（
新
法
人
と
し
て

登
記
が
す
む
ま
で
発
効
し
な

い
こ
と
を
条
件
と
す
る
）
決

議
②
役
員
変
更
案
の
停
止
条

件
付
決
議
③
一
般
社
団
法
人

へ
の
移
行
認
可
申
請
に
関
す

る
件
、
以
上
３
議
案
が
全
て

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
、
閉
会
と
な
っ
た
。

今
総
会
で
は
、
放
射
線
医

学
総
合
研
究
所
放
射
線
防
護

研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り
放
射
能

及
び
放
射
線
に
関
す
る
説
明

と
、
文
化
庁
芸
術
文
化
課
よ

り
、
福
島
県
で
開
催
さ
れ
る

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
つ

い
て
、
開
催
地
に
関
す
る
風

評
被
害
な
ど
も
あ
る
こ
と
か

ら
参
加
の
要
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
三
年
度

社
団
法
人
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
第
一
回
通
常
総
会
報
告

福
島
県
高
Ｐ
連
会
長
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
た

文
部
科
学
省
あ
い
さ
つ



（5） ㈳全高Ｐ連会報〈第７０号〉 平成２３年８月１５日

健
全
育
成
委
員
会

委
員
長
　
岡
薗
　
正
浩

第
一
回
健
全
育
成
委
員
会

に
お
い
て
、
前
年
度
引
継
ぎ

事
項
及
び
、
平
成
２３
年
度
に

取
り
組
む
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

協
議
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

第
一
の
事
業
と
し
て
、『
高

校
生
の
実
態
調
査
に
つ
い

て
』
今
年
度
は
、
日
本
財
団

の
補
助
を
受
け
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
引
き
続
き
実
施
す

る
。
対
象
者
と
し
て
「
高
校

２
年
生
、
７
５
０
０
人
」
の

生
（
な
ま
）
の
声
を
情
報
収

集
し
、
紙
ベ
ー
ス
で
の
報
告

書
作
成
は
行
わ
ず
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ

や
、
Ｈ
Ｐ
で
の
発
信
を
、
調

査
広
報
委
員
会
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
し

て
、
単
年
度
で
な
く
長
期
的

ビ
ジ
ョ
ン
で
の
取
組
み
と
し

て
検
討
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
昨
年
度
実
施
し
た
、
シ

ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
は
今
年
度
は

開
催
し
な
い
。

第
二
の
事
業
と
し
て
「
日

本
宝
く
じ
協
会
補
助
事

業
」、『
薬
物
乱
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
』の
作
成
に
つ
い
て
、

協
議
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
に
つ
い

て
は
、
内
容
の
検
討
と
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
表
紙
へ
改
善

す
る
よ
う
、
協
力
者
委
員
会

へ
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。

委
員
会
の
充
実
を
諮
る

為
、
メ
ー
ル
に
て
意
見
の
収

集
（
メ
ー
ル
委
員
会
）
を
行

い
ま
す
。
日
本
中
の
高
校
生

が
元
気
で
、
明
る
く
、
楽
し

く
高
校
生
活
が
送
れ
る
た
め

に
何
が
で
き
る
か
、
当
委
員

会
メ
ン
バ
ー
も
全
力
で
今
年

度
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

『
が
ん
ば
ろ
う
、
日
本
』

進
路
対
策
委
員
会

委
員
長
　
正
木
　
　
毅

平
成
２３
年
度
の
進
路
対
策

委
員
会
事
業
と
し
て
は
、「
就

職
促
進
に
関
す
る
関
係
機
関

へ
の
働
き
か
け
」
と
「
高
校

生
と
保
護
者
の
進
路
に
関
す

る
意
識
調
査
」
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

「
就
職
促
進
に
関
す
る
関

係
機
関
へ
の
働
き
か
け
」
と

し
て
は
、
新
規
高
卒
予
定
者

の
雇
用
促
進
の
た
め
に
厚
生

労
働
省
と
文
部
科
学
省
の
各

大
臣
あ
て
に
要
請
文
を
渡

し
、
円
滑
に
希
望
す
る
職
業

に
就
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う

環
境
整
備
を
図
る
も
の
で

す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
が
徐
々
に
回
復
し
て
き

た
中
で
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
産
業
基
盤
の
崩
壊
な
ど
で

新
卒
高
校
生
の
就
職
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
経
営
者
の
方
々
に

対
す
る
特
段
の
配
慮
を
関
係

機
関
か
ら
強
力
に
要
請
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

ま
た
、「
高
校
生
と
保
護

者
の
進
路
に
関
す
る
意
識
調

査
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
１５

年
か
ら
２
年
に
１
回
の
頻
度

で
実
施
し
て
き
た
も
の
で

す
。
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
勤
労
に
対
す
る
考

え
方
、
自
立
意
識
な
ど
に
つ

い
て
有
意
義
な
内
容
と
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
９
月
か
ら
１０
月
中
旬

に
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
２７

校
の
２
年
生
に
協
力
を
い
た

だ
き
、そ
の
後
分
析
を
行
い
、

来
年
２
月
頃
ま
で
に
報
告
書

を
作
成
す
る
予
定
で
す
。
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
冊

子
と
し
て
も
各
校
に
配
布
す

る
予
定
で
す
の
で
、
保
護
者

に
お
か
れ
て
は
子
供
と
の
進

路
検
討
に
、
教
職
員
に
お
か

れ
て
は
進
路
指
導
に
大
い
に

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

調
査
広
報
委
員
会

委
員
長
　
青
木
真
佐
枝

今
年
度
、
調
査
広
報
委
員

会
の
活
動
と
い
た
し
ま
し

て
、
会
報
紙
を
例
年
通
り
三

号
発
行
す
る
予
定
で
す
。
思

わ
ず
手
に
取
り
、
ペ
ー
ジ
を

繰
り
た
く
な
る
よ
う
な
紙
面

構
成
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

会
報
紙
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
『
青
春
白
書
』
で
は
、
全

国
の
高
校
生
の
活
き
活
き
と

し
た
日
常
や
、
様
々
に
活
躍

し
て
い
る
姿
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
『
視

点
』
で
は
、
学
校
が
抱
え
る

課
題
や
高
校
生
の
現
状
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
、
会
員

相
互
の
意
識
の
共
有
化
を
図

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
委
員
自
ら
も
各
地
区

の
様
々
な
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
、
取
材
活
動
や
記
事

の
作
成
も
担
当
し
て
、
調
査

広
報
委
員
会
全
体
で
会
報
紙

を
作
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
７０
号

は
８
月
の
北
海
道
大
会
で
参

加
者
全
員
に
お
配
り
し
て
お

り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
ご
感
想
を
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

全
高
Ｐ
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
、
会
員
の
皆
様
が
各
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
で
活
用
で

き
る
よ
う
に
、
内
容
を
工
夫

し
、
使
い
や
す
い
ペ
ー
ジ
構

成
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、

よ
り
多
く
の
情
報
を
提
供
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
健
全
育
成
委
員
会
や
進

路
対
策
委
員
会
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
や
、
講
演
会
の
動
画

な
ど
も
将
来
的
に
は
ア
ッ
プ

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
き
ま
し
て
も
会
員
の
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
や
ご
希
望
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

調
査
広
報
委
員
会
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
原
稿
依
頼
な

ど
で
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
場
面
も
多
々
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
今
年
度
も

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

研
修
委
員
会

委
員
長
　
早
川
　
悟
史

今
年
度
は
、
相
川
会
長
の

も
と
「
子
供
た
ち
の
為
に
」

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
一
番
の

基
本
と
し
、
研
修
委
員
会
を

運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
本
年
度
行

う
事
業
と
し
て
は
、
以
下
の

通
り
で
す
。

①
全
国
大
会
へ
の
支
援
と
協

力
（
平
成
２３
年
度
北
海
道

大
会
成
功
に
向
け
て
問

題
点
の
最
終
調
整
、
平

成
２４
年
度
度
和
歌
山
大

会
支
援
の
た
め
の
研
究

協
議
、
平
成
２５
年
度
山

口
大
会
の
特
別
第
３
分

科
会
の
テ
ー
マ
決
定
）

②
全
国
大
会
運
営
に
関
し
て

の
基
本
的
事
項
の
確
認

（
全
国
大
会
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
現
状
に
照
ら
し

て
確
認
及
び
検
証
・
検

討
、
分
科
会
テ
ー
マ
に

つ
い
て
現
状
に
照
ら
し

検
討
）

③
調
査
研
究
の
ま
と
め
（
平

成
２３
年
度
調
査
研
究
「
高

校
生
と
食
」
の
成
果
を

ま
と
め
る
）

ま
た
、
地
方
で
の
大
会
を

開
催
す
る
に
当
た
り
、
遠
隔

地
に
あ
る
会
場
等
の
問
題
に

対
す
る
対
処
方
法
を
検
討

し
、
昨
年
度
作
成
さ
れ
た
全

国
大
会
開
催
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

よ
り
充
実
さ
せ
た
も
の
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

各

委

員

会

報

告
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高
校
生
に
よ
る
携
帯
電
話

利
用
の
自
主
的
な
取
組
み
を

一
同
に
集
め
、
優
れ
た
活
動

を
表
彰
す
る
全
国
イ
ベ
ン
ト

「
第
一
回
全
国
高
校
生
ケ
ー

タ
イ
利
用
コ
ン
ク
ー
ル
ケ
ー

タ
イ
甲
子
園
二
〇
一
〇
」が
、

平
成
２３
年
５
月
２２
日
に
、
大

分
市
の
大
分
全
日
空
ホ
テ
ル

オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
五
階
孔
雀

の
間
に
て
開
催
さ
れ
た
。
当

初
、
３
月
１３
日
に
開
催
予
定

だ
っ
た
が
、
直
前
に
起
こ
っ

た
東
日
本
大
震
災
の
た
め
延

期
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

近
年
、
情
報
化
に
伴
い

様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い

る
な
か
、
特
に
子
ど
も
の

ケ
ー
タ
イ
利
用
に
つ
い
て

は
、
負
の
面
が
強
調
さ
れ
過

ぎ
、
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
し
か
し
、
ケ
ー
タ
イ

の
使
い
方
を
は
じ
め
、
情
報

社
会
で
生
き
抜
く
知
恵
や
技

術
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
取

組
み
を
す
で
に
展
開
し
て
い

る
学
校
・
地
域
も
少
な
く
な

い
。
そ
の
た
め
、
ケ
ー
タ
イ

甲
子
園
二
〇
一
〇
は
、
高
校

生
に
よ
る
ケ
ー
タ
イ
の
自
主

的
な
活
用
法
を
一
同
に
集

め
、
優
れ
た
事
例
を
表
彰
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ケ
ー
タ

イ
の
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
使
い

方
」
を
広
め
、
問
題
点
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
賢
い

対
応
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
し
た
全

国
初
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

大
会
で
は
、「
安
心
・
安

全
」「
マ
ナ
ー
＆
ル
ー
ル
」「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
学
校
の
行
事
や

グ
ル
ー
プ
・
ク
ラ
ス
の
活
動
、

部
活
動
、
地
域
の
活
動
な
ど

に
役
立
つ
取
組
み
を
対
象
と

し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
部
門
」
と
、「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」

「
サ
ウ
ン
ド
」「
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
」「
サ
イ
エ
ン
ス
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
た
作
品
や
ア
イ

デ
ア
を
対
象
と
し
た
「
ア
ー

ト
＆
サ
イ
エ
ン
ス
部
門
」
の

二
部
門
を
設
け
た
。

昨
年
１１
月
１
日
に
エ
ン
ト

リ
ー
を
開
始
し
、
１２
月
１７
日

ま
で
の
応
募
期
間
に
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
全
国
１７

都
道
府
県
、
３０
校
、
３５
チ
ー

ム
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
ど

れ
も
、
高
校
生
の
ア
イ
デ
ア

あ
ふ
れ
る
取
組
み
で
あ
っ

た
。
書
類
審
査
を
行
っ
た
結

果
、
９
校
１０
チ
ー
ム
の
高
校

生
が
本
選
に
出
場
す
る
こ
と

と
な
っ
た
（
表
１
　
本
選
出

場
校
発
表
内
容
）。

本
選
で
は
、
高
校
生
２
～

５
人
か
ら
な
る
チ
ー
ム
で
、

そ
の
取
組
み
に
つ
い
て
熱
心

に
発
表
が
行
わ
れ
た
。
発
表

方
法
も
演
劇
風
で
あ
っ
た

り
、
紙
芝
居
を
使
い
キ
ー

ボ
ー
ド
演
奏
を
し
た
り
な
ど

様
々
な
形
が
工
夫
さ
れ
、
見

る
側
の
心
に
訴
え
か
け
る
素

晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
、

審
査
員
を
悩
ま
せ
た
。
そ
の

結
果
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ
に
「
愛

壱
（
あ
い
い
ち
）」
弓
削
商

船
高
等
専
門
学
校
（
愛
媛
）、

ア
ー
ト
＆
サ
イ
エ
ン
ス
部
門

グ
ラ
ン
プ
リ
に
「
北
海
道
滝

川
高
等
学
校
美
術
部
デ
ザ
イ

ン
チ
ー
ム
」
北
海
道
滝
川
高

第１回全国高校生ケータイ利用コンクール

『ケータイ甲子園２０１０』
全国大会の開催報告

表２　発表した高校生の感想

・全国各地の同世代の人たちのレベルの高さを痛感しました。それに追いつき追い越すために、もっともっと勉強をしないといけないと
思いました。次の大会には出られるか分からないけど、もし出ることができたなら、その時は今回よりもっともっと工夫を凝らして発
表したいと思います！

・ケータイ甲子園２０１０に出場して、本番前夜で他校との交流の場も用意していただき、意見交換などもできてとてもよかったです。さらに自
分達はクラスみんなの取り組みを発表したため、ケータイ甲子園に出場することで、より一層クラスの絆も深まりました。とても素晴らし
い大会だと思いました。ケータイ甲子園という素晴らしい大会があることをもっともっと色んな高校に教えていけたらいいと思いました！

・アート＆サイエンス部門において、アート性を追求し作品が評価されてすごく嬉しいです。大会では、映像を活用したプレゼンを行い、
アイデアをいかに分かりやすく伝えられるか工夫をしました。他のチームも斬新なプレゼンばかりで刺激になったと同時にケータイ電
話に対する様々な考えを聞くことができたので、すごく勉強になりました。

予選応募チーム

＜コミュニケーション部門＞ No.019 大分県立大分西高等学校「大分西高校「携帯電話内規作成委員会」」大分県

No.001 北海道滝川高等学校「北海道滝川高校理数科地域づくりPROJECTチーム」北海道 No.020 大分県立中津商業高等学校「中商（ちゅうしょう）マーケティング部」大分県

No.002 栃木県立佐野松陽高等学校「松陽（しょうよう）」栃木県 No.021 大分県立別府青山高等学校「つながーる・つなぼ−い」大分県

No.003 栃木県立那須清峰高校「MMQ」栃木県 No.022 沖縄工業高等専門学校「アナスタシア　ハイサイ！」沖縄県

No.004 渋谷教育学園幕張高等学校「@liafailboy」千葉県 ＜アート＆サイエンス部門＞

No.005 自由学園高等科「デジログ　コミュニケーション」東京都 No.001 北海道滝川高等学校「北海道滝川高等学校美術部デザインチーム」北海道

No.006 東京都立上野高等学校「TEAM	TOUEI」東京都 No.002 鶴岡工業高等専門学校「TNCT」山形県

No.007 鹿島学園高等学校	通信制学習センター池袋校「グラスルート」東京都 No.003 東京都立上野高等学校「上野２０３」東京都

No.008 本選出場！岐阜県立岐阜総合学園高等学校「マルチメディア部」岐阜県 No.004 筑波大学附属駒場中・高等学校「PAKEN」東京都

No.009 大阪羽衣学園高等学校「羽衣学園学校　高１と高３コラボチーム」大阪府 No.005 滋賀県立甲南高等学校「薬業クラブ出前組」滋賀県

No.010 兵庫県立兵庫工業高等学校「TKM」兵庫県 No.006 神戸第一高等学校「神戸第一」兵庫県

No.011 須磨学園高等学校「Suma	Uniphoners」兵庫県 No.007 関西中央高等学校「KCH４８〜とある古都の高校生〜」奈良県

No.012 奈良県立奈良朱雀高等学校「奈良朱雀高等学校情報工学科」奈良県 No.008 奈良県立奈良朱雀高等学校「奈良朱雀高等学校情報工学科」奈良県

No.013 鳥取県立岩美高等学校「生徒会」鳥取県 No.009 岡山県立岡山工業高等学校「OKAKO」岡山県

No.014 弓削商船高等専門学校「愛壱（あいいち）」愛媛県 No.010 岡山県立岡山工業高等学校「JOHO」岡山県

No.015 高知中央高等学校「高知中央高校生徒会」高知県 No.011 大分県立三重総合高等学校「チーム片野（仮）」大分県

No.016 特定非営利活動法人ITサポートさがkodomo2.0（代表校：佐賀龍谷学園龍谷高等学校）佐賀 No.012 大分県立別府青山高等学校「カオスキャメル」大分県

No.017 大分県立大分商業高等学校「大商 C.R.C」大分県 No.013 日本文理大学附属高等学校「日本文理大学附属高等学校」大分県

No.018 別府溝部学園高等学校「ＴＥＡＭ溝部」大分県
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等
学
校
（
北
海
道
）、
そ
し

て
特
別
賞
に
「
奈
良
朱
雀
高

等
学
校
情
報
工
学
科
」
奈
良

県
立
奈
良
朱
雀
高
等
学
校

（
奈
良
県
）
が
選
ば
れ
た
。

会
場
は
２００
名
を
超
え
る
来

場
者
で
い
っ
ぱ
い
で
大
変
盛

況
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
様

子
はT

w
itter

やU
stream

で
も
全
国
に
配
信
さ
れ
た
。

U
stream

で
は
一
時
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
れ
、
総
閲

覧
数
は
九
千
件
を
超
え
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
大
会
に
対
す

る
感
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

る
（
当
日
の
様
子
　h

ttp://

w
w
w
.k
t-k
osh
ien
.jp/

）。

来
場
者
に
対
し
、
ケ
ー
タ

イ
甲
子
園
の
内
容
に
つ
い
て

尋
ね
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
と

て
も
よ
か
っ
た
」「
よ
か
っ
た
」

を
合
わ
せ
る
と
、９１
％
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

●

学
校
で
は
ケ
ー
タ
イ
の
利

用
を
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、

ケ
ー
タ
イ
は
様
々
な
利
用
方

法
が
あ
る
こ
と
を
解
り
や
す

く
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
訴
え

て
く
れ
る
か
ら
、
ケ
ー
タ
イ

と
い
う
概
念
も
変
わ
り
、
全

国
に
広
く
伝
わ
る
こ
と
が
で

き
る
部
分
が
良
か
っ
た
。

●

他
の
高
校
生
が
ど
ん
な

こ
と
を
考
慮
し
て
い
る
の

か
、
一
つ
の
テ
ー
マ
「
ケ
ー

タ
イ
」
と
決
ま
っ
て
い
て

も
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
と
取

組
み
が
あ
る
こ
と
に
ビ
ッ

ク
リ
し
た
。
よ
か
っ
た
。

●

第
一
回
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
ど
ん
な
も
の
な
の

か
よ
く
分
か
ら
な
い
中
で
の

参
加
で
し
た
が
、
内
容
の
濃

い
大
会
に
参
加
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
。

●

ケ
ー
タ
イ
利
用
上
で
の
マ

ナ
ー
等
の
注
意
が
う
な
が
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
良
い
機

会
に
な
っ
た
。

ま
た
、
発
表
し
た
高
校
生

か
ら
は
表
２
の
よ
う
な
感
想

が
あ
っ
た
。

今
回
の
ケ
ー
タ
イ
甲
子
園

二
〇
一
〇
で
は
、
高
校
生
の

熱
心
な
取
組
み
と
素
晴
ら
し

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
り

訴
え
る
力
が
大
変
大
き
く
、

聴
衆
に
大
き
な
感
動
を
与
え

た
。
参
加
し
た
高
校
生
自
身

が
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
場
と

な
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
高

校
生
が
予
想
以
上
に
し
っ
か

り
と
ケ
ー
タ
イ
の
利
用
に
つ

い
て
考
え
、
行
動
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
大
人
が
学
ぶ
も

の
も
非
常
に
大
き
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
取
組
み
を
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
方
々

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

ケ
ー
タ
イ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

使
い
方
が
広
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

第
二
回
ケ
ー
タ
イ
甲
子

園
の
開
催
企
画
に
つ
い
て

も
検
討
が
進
ん
で
お
り
、

決
ま
り
次
第
、
公
開
す
る

予
定
で
あ
る
。（
ケ
ー
タ
イ
甲
子
園
実
行
委
員
会
事

務
局
㈶
ハ
イ
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
研
究
所
　

渡
辺
律
子
）

第１回全国高校生ケータイ利用コンクール

『ケータイ甲子園２０１０』
全国大会の開催報告

表１　本選出場校発表内容

◇コミュニケーション部門

弓削商船高等専門学校（愛媛県）　チーム名：「愛壱（あいいち）」
タイトル：｢ＳＮＳとメーリングリストで作る島っ子ミュニケーション」
内容：学校が瀬戸内海の小さな島にあるため、入学時には初対面だっ
たが、ＳＮＳを活用して、遠くに住んでいるクラスメイトの日常を
知り、クラスの絆を深めた。

大分県立別府青山高等学校　チーム名：「つながーる・つなぼ−い」
タイトル：｢｢心温かいケータイ活用」をめざして」
内容：生徒に携帯電話活用に関するアンケート調査を実施し、結果
と対応策を纏めたパンフレットを作成。生徒会と連動し、生徒の意
識改革のために校内にポスターの掲示を行った。

自由学園高等科（東京都）　チーム名：「デジログ コミュニケーション」
タイトル：｢同世代コミュニケーションからの提言」
内容：携帯電話に関する犯罪に巻き込まれない方法、携帯電話に依
存せずに人と付き合う方法等を小中学生にレクチャーし、アンケー
トを取り、結果から携帯電話への理解を考察した。

岐阜県立岐阜総合学園高等学校　チーム名：「マルチメディア部」
タイトル：｢Mobile 広報プロジェクト」
内容：地域や保護者の方々と行う活動の広報用のチラシをＷＥＢ上
に作成し（モバイルサイト）、ＱＲコードを用いて携帯での閲覧を容
易にした。

奈良県立奈良朱雀高等学校　チーム名：「奈良朱雀高等学校情報工学科」
タイトル：｢環境美化日常的ビフォーアフター　ケータイPhotoコンテストの実施」
内容：校内美化のため、校内で汚れが目に付いた所を携帯電話で撮
影し、清掃活動を行った後、改めて同じ場所を撮影する。その写真
をＷＥＢサイトに公開、加えて写真のコンテスト形式にすることで
さらに校内美化への意識の高まりを期待する。

栃木県立佐野松陽高等学校　チーム名：「松陽（しょうよう）」
タイトル：｢ケータイで修学旅行を楽しくしよう」
内容：修学旅行に行く際、旅行先での情報共有を目的に、生徒自身
が提示版サイトの作り方を調べ、携帯電話で写真を撮影し、投稿で
きるサイトを設置した。同時に携帯電話のマナーやメリット・デメ
リットを学ぶことができた。

◇アート＆サイエンス部門

滋賀県立甲南高等学校　チーム名：「薬業クラブ出前組」
タイトル：｢薬草データベースを引き継ぎよりよいものに」
内容：先輩が用意していた薬草のＤＢを利用して、フィールドワー
クの際に撮影した写真を学校のパソコンに送り、ＤＢを充実させる。
また、ネームプレートにＱＲコードを印刷しており、携帯での薬草
情報確認も可能である。

北海道滝川高等学校　チーム名：「北海道滝川高等学校美術部デザインチーム」
タイトル：｢シート	de	CORATION」
内容：携帯電話の待ちうけ画面（ディスプレイ）と携帯電話のフレー
ム部分をコーディネートした新感覚のアートな携帯デコレーション
を提案した。

大分県立別府青山高等学校　チーム名：「カオスキャメル」
タイトル：｢Let's	making	温もり着信音 !」
内容：生徒に携帯電話の着信音に関するアンケートを実施し、着信
音を自分で作成してみたいという意見を元に「SoundEngineFree」
というソフトウェアを利用して、自分たちの録音した声で着信音を
作成した。

岡山県立岡山工業高等学校　チーム名：「ＯＫＡＫＯ」
タイトル：｢ＰＩＣエミュレータ　ＰｉＱ」
内容：制御用ＩＣ（ＰＩＣ）のエミュレーターを開発。このエミュレー
ターを携帯電話用に移植し、携帯電話だけで制御実習ができるようにし
た。また、通常のＣ言語の学習にも利用できる。このシステムの開発に
より、実習経費の大幅な削減が可能になり、携帯電話での作業が可能に
なったことにより、場所を選ばずに授業の予習・復習が可能となった。
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第

六
十
一

回
北
海

道
高
等

学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連

合
会
大

会
、
石

狩
大
会

は
、
全

国
高
Ｐ
連
大
会
北
海
道
大
会

を
二
ヵ
月
後
に
控
え
て
い
る

関
係
で
、
変
則
的
な
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
通
常
で
は
二

日
日
程
で
す
が
、
本
年
は
一

日
日
程
の
午
後
開
催
で
、
講

演
会
・
分
科
会
は
実
施
せ
ず
、

開
会
式
・
表
彰
式
の
み
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

全
道
大
会
終
了
後
、
全
国
大

会
実
行
委
員
等
に
よ
る
結
団

式
及
び
懇
親
会
を
合
わ
せ
て

開
催
し
ま
し
た
。

全
道
大
会
で
は
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
者
等
へ
の
黙

祷
、
国
歌
斉
唱
の
あ
と
、
榊

原
新
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
多
く
の
大
切
な
子
ど
も
た

ち
や
仲
間
が
被
災
し
、
か
け

が
え
の
な
い
命
が
失
わ
れ
た
。

そ
う
し
た
中
、
八
月
に
迎
え

る
全
国
大
会
北
海
道
大
会
は

“
い
の
ち
輝
け
！
”
を
テ
ー
マ

と
し
て
い
る
。
こ
の
テ
ー
マ

を
決
め
た
三
年
前
に
は
、
こ

の
よ
う
な
事
態
が
起
き
よ
う

と
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
何
よ
り
今
大
切
な
も
の

と
し
て
見
つ
め
ら
れ
て
い
る

命
、
こ
の
テ
ー
マ
の
持
つ
重

み
、
深
さ
を
感
じ
て
い
る
」

と
述
べ
、「
私
の
力
は
大
き
く

な
い
が
、
全
道
の
皆
さ
ん
の

声
に
耳
を
傾
け
、
心
を
寄
せ

あ
い
と
も
に
進
ん
で
行
き
た

い
」
と
の
抱
負
を
示
し
た
。

続
い
て
来
賓
の
髙
間
專
逸
全

国
高
Ｐ
連
会
長
が
祝
辞
を
述

べ
、「
北
海
道
は
学
校
と
家
庭
、

地
域
社
会
を
結
ぶ
懸
け
橋
と

し
て
地
域
の
教
育
力
向
上
の

た
め
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
が
、今
後
は
地
域
の
人
々

や
団
体
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
さ
ら
に
深
め
、
社
会
全

体
に
よ
る
教
育
の
推
進
を
さ

ら
に
進
め
て
ほ
し
い
。」
と
要

請
し
た
。
こ
の
後
、
表
彰
式
・

次
期
開
催
支
部
（
旭
川
・
留

萌
支
部
）
か
ら
挨
拶
が
あ
り

全
道
大
会
を
終
了
し
た
。

引
き
続
き
北
海
道
大
会
の

結
団
式
が
あ
り
、
昨
年
の
東

京
大
会
で
披
露
し
た
北
海
道

大
会
紹
介
ビ
デ
オ
を
上
映

し
、
大
会
の
テ
ー
マ
を
あ
ら

た
め
て
確
認
す
る
と
と
も

に
、
開
催
ム
ー
ド
を
盛
り
上

げ
た
。
さ
ら
に
、
本
大
会
の

顧
問
で
、
札
幌
市
教
委
の
北

原
敬
文
教
育
長
か
ら
激
励
の

こ
と
ば
が
あ
り
、「
全
国
大

会
の
テ
ー
マ
を
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
深
め
、
先

の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

を
含
む
全
国
の
次
代
を
担
う

青
少
年
の
た
く
ま
し
く
健
や

か
な
成
長
を
応
援
し
て
い
く

た
め
の
力
と
な
る
よ
う
成
功

を
心
か
ら
祈
る
」
と
エ
ー
ル

を
送
ら
れ
た
。
最
後
に
、
約

五
百
人
の
参
加
者
を
代
表

し
、
北
海
道
大
会
実
行
委
員

会
全
体
会
・
式
典
部
会
長
の

酒
井
薫
さ
ん
が
「
全
国
か
ら

一
万
人
の
仲
間
を
迎
え
、
と

も
に
学
び
、
と
も
に
喜
び
、

感
動
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
参
加

し
て
下
さ
っ
た
方
々
の
心
に

残
る
大
会
と
な
る
よ
う
各
部

会
が
横
の
つ
な
が
り
を
も
っ

て
頑
張
る
こ
と
を
誓
う
」と
、

力
強
く
決
意
表
明
を
行
い
大

会
の
成
功
を
誓
い
合
っ
た
。

	

第
五
十
七
回
関
東
地
区

高
Ｐ
連
大
会
栃
木
大
会
は
、

七
月
八
日
（
金
）・
九
日
（
土
）

の
両
日
、
栃
木
県
を
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
、
関
東
六
県

及
び
山
梨
県
か
ら
三
〇
〇
〇

余
名
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
代
表
者

が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

大
会
前
日
の
七
月
七
日

（
木
）
に
は
、
関
東
地
区
高

Ｐ
連
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
各
種
の
案
件
が
承
認
さ

れ
、
千
葉
県
高
Ｐ
連
会
長
の

白
井
平
氏
が
新
た
な
関
東
地

区
高
Ｐ
連
会
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
初
日
の
八
日
に
は
、

宇
都
宮
市
の
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ

ザ
を
会
場
と
し
て
、
全
体
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
先
立
ち
、
県
立

宇
都
宮
北
高
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
と
、
県
立
小
山
北

桜
高
校
ｙ
ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ｏ
ｉ

ソ
ー
ラ
ン
部
の
演
舞
が
あ

り
、
遠
来
の
参
加
者
に
栃
木

の
元
気
な
高
校
生
の
姿
を
披

露
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
鈴
木
定
浩

大
会
会
長
と
工
藤
重
信
全
高

Ｐ
連
副
会
長
が
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
会
長
は
、「
次
の
時

代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

に
何
を
な
す
べ
き
か
を
考
え

る
機
会
に
し
た
い
。」
と
述

べ
ま
し
た
。

次
い
で
、
関
東
地
区
高
Ｐ

連
活
動
で
功
労
の
あ
っ
た

五
十
六
氏
と
六
団
体
に
表
彰

状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
栃
木
県
副
知
事

佐
藤
順
一
氏
を
は
じ
め
四
氏

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
須
藤
稔
県
教
育
長
か
ら

は
、「
子
ど
も
に
と
っ
て
一

番
身
近
に
い
る
大
人
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
生
き
る
力
と
確

か
な
学
力
を
は
ぐ
く
む
教
育

の
推
進
、
社
会
適
応
能
力
を

持
つ
青
少
年
の
育
成
、
特
別

支
援
教
育
の
推
進
、
食
を
大

切
に
す
る
教
育
の
推
進
な
ど

六
つ
の
提
言
を
盛
り
込
ん
だ

大
会
宣
言
を
採
択
し
、
開
会

式
を
閉
会
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
作
家

で
、
東
京
家
政
大
学
特
任
教

授
の
落
合
恵
子
氏
を
講
師
に

迎
え
、「
十
代
の
感
受
性
…

子
ど
も
と
大
人
、
同
時
代
を

生
き
る
」
と
題
す
る
多
く
の

示
唆
に
富
む
お
話
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

大
会
第
二
日
は
、
各
県
連

代
表
に
よ
る
事
例
発
表
や
専

門
家
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
活
発
な

活
動
を
六
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
開
催
し
、
正
午
前
大

会
を
閉
じ
ま
し
た
。

北
海
道
地
区
　
石
狩
大
会

価
値
観
の
多
様
化
時
代

子
供
た
ち
の
主
体
性
を
育
む
意
欲
的
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

関
東
地
区
　
栃
木
大
会

  

子
ど
も
の
輝
く
未
来
は
大
人
の
行
動
か
ら

～
親
と
し
て
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
で
き
る
こ
と
～
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第
二
十
三
回
東
京
地
区
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

は
、
七
月
九
日
、
日
本
の
政

治
の
中
心
永
田
町
に
あ
る
星

陵
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
関
東
地
方
の

梅
雨
明
け
と
重
な
り
、
真
夏

の
日
差
し
の
照
り
つ
け
る

中
、
会
場
が
満
席
に
な
る
ほ

ど
の
会
員
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

開
会
式
で
は
、
全
国
高
Ｐ

連
三
浦
啓
亨
副
会
長
よ
り
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
基
調
講
演
で
は
、
今
年

度
の
テ
ー
マ
『
食
育
』
の
第

一
人
者
で
あ
る
服
部
調
理
専

門
学
校
校
長
の
服
部
幸
應
先

生
を
お
迎
え
し
、
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

『
食
育
』
と
は
、
人
を
良

く
す
る
こ
と
を
育
む
と
書
き

ま
す
。
食
育
の
基
本
は
、
食

物
を
選
ぶ
選
食
能
力
を
養

う
・
食
事
作
法
を
身
に
つ
け

る
・
食
料
問
題
や
環
境
問

題
、
と
い
う
３
つ
の
柱
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
服
部

先
生
は
栄
養
や
調
理
だ
け
で

な
く
、
幅
広
い
角
度
か
ら
食

育
を
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
の
中
で
、「
東
日
本

大
震
災
の
炊
き
出
し
の
際
、

家
族
で
肩
寄
せ
合
っ
て
食
事

を
し
た
の
は
久
し
ぶ
り
で
、

家
族
の
つ
な
が
り
が
と
て
も

大
切
だ
と
い
う
こ
と
に
気
付

い
た
と
い
う
被
災
者
の
声
を

た
く
さ
ん
聞
い
た
。
家
族
で

食
卓
を
囲
む
こ
と
は
、
し
つ

け
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
に

と
っ
て
は
人
間
形
成
に
も
大

き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
。」

と
話
さ
れ
、
服
部
先
生
の
お

話
は
、
笑
い
あ
り
、
興
味
深

い
お
話
あ
り
で
、
時
間
の
過

ぎ
る
の
も
忘
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
で
し
た
。
講
演
後
に
は
、

活
発
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
専
門
学
校
の
校
長

と
し
て
、「
使
命
感
を
持
っ

た
子
ど
も
を
育
て
る
に
は
、

家
庭
教
育
の
影
響
が
大
き

く
、家
族
の
存
在
が
大
き
い
。

そ
の
中
で
、
職
業
に
対
す
る

意
識
が
芽
生
え
る
」
と
い
っ

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
繋
が

る
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
感

想
を
頂
き
、『
家
庭
の
食
卓
』

を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

将
来
の
進
路
と
し
て
、
調

理
師
・
栄
養
士
を
目
指
す
高

校
生
と
保
護
者
の
参
加
も
多

数
あ
り
、
将
来
の
進
路
決
定

の
参
考
と
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

平
成
二
三
年
度
北
信
越
地

区
高
Ｐ
連
研
究
大
会
石
川
大

会
は
、
七
月
八
日（
金
）・
九

日（
土
）の
二
日
間
に
わ
た
っ

て
豊
か
な
自
然
と
薫
り
高
い

文
化
に
包
ま
れ
た
金
沢
を
舞

台
に
開
催
、
梅
雨
明
け
直
前

の
暑
い
日
射
し
の
な
か
、
北

信
越
各
県
か
ら
一
三
〇
〇
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
っ
て
、
東

日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
の

冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
を
捧

げ
ま
し
た
。

開
会
式
で
吉
岡
洋
会
長

は
「
今
、
子
ど
も
た
ち
に

必
要
な
こ
と
は
何
か
、
私

た
ち
は
何
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
討
議
を
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨

拶
、
続
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
功
績
の
あ
っ
た
三
〇
名

の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
、
金
沢
辰
巳
丘
高
校
管
弦

楽
部
の
演
奏
で
、
最
初
の
曲

は
震
災
の
犠
牲
者
追
悼
の
気

持
ち
を
込
め
て
『
Ｇ
線
上
の

ア
リ
ア
』、
続
い
て
『
ア
ル

ル
の
女
・
第
二
組
曲
』。

分
科
会
で
は
、高
校
教
育
・

進
路
指
導
・
生
徒
指
導
・
家

庭
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
わ
り

を
テ
ー
マ
に
合
計
二
〇
本
の

実
践
事
例
が
報
告
さ
れ
、
熱

心
な
質
疑
応
答
の
あ
と
、
助

言
者
か
ら
指
導
・
助
言
が
あ

り
ま
し
た
。

教
育
懇
談
会
は
、
金
沢
能

楽
会
に
よ
る
素
囃
子
の
演
奏

で
始
ま
り
、
加
賀
野
菜
を
は

じ
め
と
す
る
地
元
の
食
材
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
大
い

に
飲
み
、
そ
し
て
語
り
合
い

ま
し
た
。
中
ほ
ど
に
は
奥
能

登
に
伝
わ
る
御
陣
乗
太
鼓
の

披
露
も
あ
り
、
能
登
・
加
賀

そ
れ
ぞ
れ
の
芸
能
を
楽

し
み
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
高
文
連

邦
楽
部
の
生
徒
三
五
名

に
よ
る
箏
曲
の
合
奏
、

津
幡
高
校
な
ぎ
な
た
部

に
よ
る
リ
ズ
ム
な
ぎ
な

た
の
演
舞
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
と
な
っ

た
音
楽
堂
の
廊
下
に
は
美

術
・
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
す

る
生
徒
の
作
品
一
一
九
点

が
展
示
さ
れ
、「
頑
張
る

君
た
ち
を
応
援
し
た
い
」

の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
く

生
徒
の
活
動
が
覗
え
る
大

会
で
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、『
サ
ザ

エ
さ
ん
一
家
か
ら
学
ん
だ
家

族
の
幸
せ
』
と
題
し
て
、
声

優
増
岡
弘
氏
の
軽
妙
な
語
り

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

大
会
宣
言
で
は
「
子
ど
も

た
ち
の
将
来
を
守
る
た
め

に
、
多
様
な
生
命
が
共
生
で

き
る
持
続
可
能
な
環
境
の
実

現
に
努
め
る
」
こ
と
な
ど
を

確
認
。
閉
会
式
で
は
次
年
度

開
催
県
の
富
山
県
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
最
後
に
吉
岡
会
長

の
挨
拶
で
大
会
は
無
事
に
閉

幕
し
ま
し
た
。

東
京
地
区
　
東
京
大
会

高
校
生
と
食
育
　
～
い
の
ち
、
食
の
未
来
を
考
え
る
～

北
信
越
地
区
　
石
川
大
会

い
の
ち
　
輝
け
！

～
人
・
夢
・
愛
　
ひ
た
む
き
に
頑
張
る
君
た
ち
を
応
援
し
た
い
～
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平
成
二
十
三
年
度
東
海
地

区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

「
岐
阜
大
会
」
が
六
月
十
六

日
（
木
）
に
長
良
川
国
際
会

議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
に
は
、
東
海
四
県
か

ら
一
七
六
七
名
の
会
員
の
皆

様
を
は
じ
め
役
員
・
理
事
ら

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
メ
イ

ン
会
場
で
は
、
一
時
通
路
に

座
ら
れ
る
方
も
あ
り
、
移
動

を
お
願
い
す
る
な
ど
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
開
会

式
で
は
、
東
海
高
Ｐ
連
の
早

川
悟
史
会
長
と
全
高
Ｐ
連
の

荻
荘
誠
副
会
長
の
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、	

岐
阜
県
副
知
事
の
渕
上
俊
則

様
、
岐
阜
県
高
等
学
校
長
協

会
の
鹿
野
孝
紀
様
か
ら
ご
祝

辞
を
賜
り
ま
し
た
。
ご
多
用

の
中
、
十
一
名
の
ご
来
賓
の

方
々
を
お
迎
え
し
厳
粛
か
つ

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

開
会
式
の
あ
と
「
家
族
の

絆
～
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら

し
さ
～
」
と
題
し
て
戦
場
カ

メ
ラ
マ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

渡
部
陽
一
氏
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
の
ゆ
っ
く
り
と

し
た
独
特
の
話
し
方
で
多
く

の
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
感
動

を
与
え
ま
し
た
。
講
演
時
間

の
最
後
の
一
五
分
程
を
い
た

だ
い
て
、「
ト
ー
ク
」
の
時

間
を
設
け
ま
し
た
。
ト
ー
ク

に
は
、
本
大
会
会
長
の
早
川

悟
史
様
と
前
会
長
の
長
坂
光

司
様
が
皆
さ
ん
の
代
表
と
し

て
渡
部
氏
に
質
疑
を
す
る
形

式
で
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
大
会
参
加
者
へ

「
次
は
、
世
界
で
皆
さ
ん
に

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
ラ

ブ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
い

た
し
ま
し
た
。皆
様
か
ら
も
、

大
変
に
ご
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

続
く
研
究
協
議
会
で
は
、

静
岡
県
立
科
学
技
術
高
等
学

校
の
和
田
善
彦
育
友
会
長
か	

ら
「
学
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
～

学
校
と
地
域
社
会
を
つ
な
ぐ

育
友
会
活
動
～
」
と
題
し
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し

熱
心
な
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
岐
阜
県
立
加
茂

農
林
高
等
学
校
の
西
田
豊
司

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
ら
か
ら
「
家
庭

教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
学
ぶ
、
親
子
関
係
～

高
大
連
携
を
と
お
し
て
の
新

た
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
～
」
と
題

し
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
地
元
大
学
と
の
高
大
連

携
セ
ミ
ナ
ー
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
関

わ
り
を
持
ち
、
保
護
者
・
教

員
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
と
親
と
学
校
が
更
に
良

い
関
係
を
築
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
発
表
と
質
疑
の
時

間
も
含
め
、
定
刻
を
過
ぎ
な

が
ら
も
好
評
の
う
ち
に
研
究

協
議
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

第
三
十
七
回
近
畿
地
区
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大

会
滋
賀
大
会
は
、
七
月
一
日

（
金
）・
二
日（
土
）、“
母
な

る
び
わ
湖
”
の
ほ
と
り
滋
賀

県
大
津
市
に
お
い
て
、「
び

わ
湖
ホ
ー
ル
」
を
主
会
場
に

近
畿
二
府
四
県
三
市
よ
り
二

七
〇
〇
名
を
越
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
が
一
堂
に
会
し
盛
大
に

開
催
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
午
後
よ
り
「
ピ

ア
ザ
淡
海
」
に
お
い
て
総
会
と

各
種
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
各
種
案
件
が
可
決

承
認
さ
れ
、
三
輪
一
朝
氏
（
兵

庫
県
高
Ｐ
連
会
長
）
が
新
会

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
夕

刻
か
ら
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
、
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｎ
琵
琶
湖

汽
船
「
ミ
シ
ガ
ン
」
船
上
で

行
わ
れ
、
来
賓
・
県
外
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
等
約
九
十
名
を
迎

え
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
、午
前
は
「
び
わ
湖
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
堅
田
高
校
の

生
徒
に
よ
る
「
淡
海
節
」
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
幕
を
開
け
、

開
会
式
へ
と
進
行
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
主
催
者
挨

拶
、
来
賓
祝
辞
、
広
報
紙
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
、
感
謝
状
贈

呈
等
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、「
尾
木

マ
マ
」
の
愛
称
で
知
ら
れ
る

教
育
評
論
家	

尾
木
直
樹
先

生
（
米
原
市
出
身
）
が
、「
尾

木
マ
マ
の
『
元
気
の
出
る
』

子
育
て
論
」
を
テ
ー
マ
に
、

柔
ら
か
な
口
調
の
中
に
も
的

確
で
厳
し
い
言
葉
を
交
え

て
、
本
当
の
学
力
、
生
き
る

力
と
は
何
か
、
洞
察
力
を
鍛

え
る
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
が
大
切
と
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。
展
開
さ
れ

る
尾
木
マ
マ
ト
ー
ク
に
会
場

か
ら
は
笑
い
声
が
盛
ん
に
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
各
分
科
会

が
行
わ
れ
、
第
一
～
三
分
科

会
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
ユ

ニ
ー
ク
な
実
践
発
表
が
行
わ

れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
特
別
分
科
会

で
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
地
元
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
川
本
　
勇
氏
と
甲
西

高
校
吹
奏
楽
部
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
ま
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

「
地
元
活

性
と
人
材

育
成
」
を

テ

ー

マ

に
、
四
名

の
パ
ネ
リ

ス
ト
に
よ

る
有
意
義

な
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ

ン
が
展
開

さ
れ
ま
し

た
。

東
海
地
区
　
岐
阜
大
会

学
校
教
育
及
び
家
庭
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割

近
畿
地
区
　
滋
賀
大
会

輝
く
未
来
に
向
か
っ
て
進
む
高
校
生
の
応
援
団
に
な
ろ
う
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第
五
十
三
回
中
国
・
四

国
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
大
会
広
島
大
会
は
七
月

一
五
日（
金
）、
広
島
市
に
中

国
四
国
各
県
よ
り
一
八
〇
〇

名
を
越
え
る
参
加
を
得
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者

の
方
々
に
対
し
て
黙
と
う
を

さ
さ
げ
た
後
、開
会
式
で
は
、

中
国
四
国
高
Ｐ
連
中
河
原
圭

司
会
長
、
全
国
高
Ｐ
連
相
川

順
子
会
長
、
下
﨑
邦
明
広
島

県
教
育
長
の
挨
拶
、
続
い
て

湯
﨑
英
彦
広
島
県
知
事
、
松

井
一
實
広
島
市
長
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
。

研
究
協
議
で
は
「
子
ど
も

の
進
路
意
識
高
揚
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
」
～
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
中

で
何
が
で
き
る
か
～
と
題
し

て
、
香
川
県
立
善
通
寺
第
一

高
等
学
校
赤
股
誠
司
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
が
、
学
校
と
連
携
し
て

取

り

組

む
「
Ｐ
Ｔ

Ａ

研

修

旅

行

」、

進

路

先

マ

ッ

プ

を

掲

載

し
た
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」
の
作
成
、
職

業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
保
護
者

を
講
師
と
し
た
「“
な
る
に
は
”

講
演
会
」
に
つ
い
て
発
表
。

次
に
「
生
活
指
導
か
ら
生

活
向
上
へ
」
～
生
徒
会
・
学

校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
築
く
学
校
ブ

ラ
ン
ド
～
と
題
し
て
、
鳥
取

県
倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校

中
井
浩
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
、

あ
い
さ
つ
や
身
だ
し
な
み
の

礼
法
や
そ
の
意
味
を
生
徒
が

学
び
実
践
し
、
地
域
で
高
い

評
価
を
得
て
き
た
こ
と
、
年

二
〇
〇
〇
回
近
く
あ
っ
た
遅

刻
者
数
を
生
徒
・
教
員
・
保

護
者
の
努
力
に
よ
り
、
三
年

間
で
一
七
三
回
に
ま
で
減
ら

し
た
取
組
み
に
つ
い
て
発

表
。
あ
い
さ
つ
運
動
で
活
用

さ
れ
た
“
爽
や
か
デ
ザ
イ
ン

の
ぼ
り
”
も
紹
介
さ
れ
た
。

最
後
に
「
西
農
生
と
食
」

～
食
料
・
い
の
ち
・
未
来
を

考
え
る
～
と
題
し
て
、
広
島

県
立
西
条
農
業
高
等
学
校
雲

田
光
直
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
、

「
い
の
ち
」
を
テ
ー
マ
で
実
施

し
た
「
あ
ぐ
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

や
西
農
一
〇
品
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
等
、
学
校
と
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
食
と
命
に
関

わ
る
活
動
を
報
告
し
た
。

昼
食
後
、
広
島
県
立
吉
田

高
等
学
校
神
楽
部
、
広
島
県

立
海
田
高
等
学
校
空
手
部
、

広
島
県
立
湯
来
南
高
等
学
校

和
太
鼓
部
、
広
島
県
の
三
校

に
よ
る
「
神
楽
」「
空
手
」「
和

太
鼓
」
の
演
奏
・
演
舞
が
披

露
さ
れ
た
。
郷
土
に
根
づ
い

た
芸
能
を
演
じ
る
爽
や
か
で

溌
剌
と
し
た
広
島
県
の
子
ど

も
た
ち
の
姿
に
、
多
く
の
参

加
者
が
心
打
た
れ
た
。

最
後
に
、
広
島
在
住
の
臨

床
心
理
士
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
樋
口
啓
子
氏
に
、

「
親
と
子
の
信
頼
で
つ
な
ぐ

命
の
絆
」
～
心
の
声
が
聞
こ

え
ま
す
か
～
の
演
題
で
ご
講

演
を
い
た
だ
い
た
。
子
ど
も

や
保
護
者
の
方
と
の
相
談
活

動
や
い
の
ち
の
電
話
の
経
験

を
も
と
に
、
五
つ
の
積
極
的

傾
聴
の
技
法
が
実
践
を
交
え

て
紹
介
さ
れ
、
心
を
動
か

し
て
子
ど

も
の
声
を

聴
く
こ
と

の
大
切
さ

が
心
に
染

み
た
講
演

だ
っ
た
。

第
五
五
回
九
州
地
区
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
肝ち

む

美ぢ
ゅ

ら
さ
沖
縄
大
会
は
、
六

月
一
六
日
・
一
七
日
の
両

日
、
晴
れ
渡
っ
た
青
い
空
の

下
、
目
の
前
に
は
コ
バ
ル
ト

ブ
ル
ー
の
海
が
広
が
っ
た
、

宜
野
湾
市
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
盛
況
裡
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
一
日
は
、
理
事
会
・
総

会
が
開
か
れ
、
平
成
二
十
二

年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報

告
、
平
成
二
十
三
年
度
の
事

業
計
画
並
び
に
予
算
審
議
、

そ
し
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
終
了
後
行
わ
れ

た
懇
親
会
に
は
、
髙
間
全
高

Ｐ
連
会
長
、
髙
橋
前
会
長
、

相
川
、
萩
荘
副
会
長
に
ご
臨

席
賜
り
ま
し
た
。
琉
舞
の
披

露
な
ど
が
あ
り
、
和
や
か
で

楽
し
い
懇
親
会
で
し
た
。

翌
十
七
日
は
、
い
よ
い
よ

本
大
会
で
す
。
九
州
各
県
か

ら
二
千
四
百
二
十
余
名
も

の
会
員
が
結
集
し
、
分
科

会
討
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
一
分
科
会
は
「
青
少
年

の
健
全
育
成
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
」、
第
二
分
科
会
は
「
進

路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
そ
れ
ぞ

れ
三
つ
の
事
例
発
表
が
行

わ
れ
、
活
発
な
質
疑
応
答
・

意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
三
分
科
会
は
「
高
校
生

の
食
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
の

テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
フ

ロ
ア
か
ら
も
活
発
な
意
見
・

提
起
が
り
、
す
ご
く

盛
り
あ
が
っ
た
分
科

会
に
な
り
ま
し
た
。

お
昼
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
世
界
の
西

原
高
校
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
の
優
美
で
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
演
舞

と
、
首
里
高
、
コ
ザ

高
の
空
手
の
迫
真
の
演
武

で
、
大
変
好
評
で
し
た
。

記
念
講
演
は
「
沖
縄
県
の

伝
統
芸
能
組
踊
へ
の
い
ざ
な

い
」
と
い
う
演
題
で
琉
球
大

学
の
大
城
學
教
授
に
よ
る
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
組
踊
が

ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺
産
登
録
さ

れ
、
沖
縄
文
化
の
精
髄
で
あ

る
と
の
話
は
沖
縄
を
知
る
良

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

全
体
会
は
、髙
間
会
長
が
、

あ
い
さ
つ
の
中
で
、
沖
縄
に

対
す
る
厚
い
思
い
入
れ
を

語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
表

彰
、
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
講

評
が
あ
り
、
大
会
宣
言
文
の

採
択
、
特
に
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
へ
支
援
を
継
続
し

て
行
う
こ
と
な
ど
が
決
議
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
次
期
開

催
の
福
岡
県
に
九
高
Ｐ
連
旗

を
引
継
ぎ
閉
会
し
ま
し
た
。

中
四
国
地
区
　
広
島
大
会

親
と
子
の
信
頼
で
つ
な
ぐ
命
の
絆

～
心
の
声
が
き
こ
え
ま
す
か
～
　
　

九
州
地
区
　
沖
縄
大
会

親
ご
こ
ろ
、
子
の
思
い
、
伝
え
合
い
、
夢
を
語
ろ
う
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貴
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
当
連
合
会
の
事

業
推
進
に
対
し
ま
し
て
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
の

義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
国
の
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
の
皆
さ
ま
よ
り
多
く
の
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

皆
様
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
義
援
金
は
５
月
２０

日
に
締
め
切
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
各
方
面
か
ら
継
続
し

て
欲
し
い
と
の
要
望
が
寄
せ

ら
れ
延
長
致
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
震
災
か
ら
百

日
を
過
ぎ
ま
し
た
の
で
、
で

き
る
だ
け
早
く
被
災
さ
れ
た

生
徒
の
た
め
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
６
月
２５
日
に
開
催
さ
れ

た（
社
）全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
平
成
２３
年
度
第

一
回
通
常
総
会
の
冒
頭
で
、

こ
の
た
び
被
災
さ
れ
た
宮
城

県
、
岩
手
県
、
福
島
県
、
茨

城
県
、
青
森
県
の
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
に
、
義

援
金
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た

全
国
の
皆
様
を
代
表
し
て
、

髙
間
專
逸
全
国
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
長
か
ら
目
録
を

添
え
て
直
接
お
渡
し
い
た
し

ま
し
た
。

こ
こ
に
御
礼
方
々
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
義
援
金
受
付
口
座

に
寄
せ
ら
れ
た
合
計
総
額
は

全
高
Ｐ
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今

後
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
第

二
次
配
分
と
し
て
時
機
を
見

て
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

（
文
責
・
本
部
事
務
局
）

東
日
本
大
震
災
義
援
金

　
募
金
活
動
の
お
礼
と
報
告

役職名 氏　　名 地区名 県名 備　　考

会　長 相川　順子 東　北 青　森

副会長 三浦　啓亨 九　州 大　分
調査広報委員会担当
賠償責任補償制度運営委員長

副会長 工藤　重信 東　北 岩　手
進路対策委員会担当
一般社団法人移行準備委員長
（仮）会費等検討委員会

専務理事 松本　衆司 北海道 北海道 健全育成委員会担当

常務理事 多々良健司 中四国 山　口 研修委員会担当

理　事 榊原　綾子 北海道 北海道 北海道地区会長、研修委員

理　事 正木　　毅 東　北 宮　城 東北地区会長、進路対策委員長

理　事 渡辺　健二 東　北 福　島 研修委員

理　事 白井　　平 関　東 千　葉 関東地区会長

理　事 熊谷　哲郎 〃 埼　玉

理　事 南村　和良 東　京 東　京 東京地区会長、健全育成委員

理　事 青木真佐枝 〃 〃 調査広報委員長

理　事 吉岡　　洋 北信越 石　川 北信越地区会長

理　事 毛利　一朗 〃 富　山 健全育成委員

理　事 早川　悟史 東　海 岐　阜 東海地区会長、研修委員長

理　事 稲垣　元美 〃 三　重 健全育成委員

理　事 三輪　一朝 近　畿 兵　庫 近畿地区会長

理　事 苅田　雄二 〃 京都府

理　事 中河原圭司 中四国 広　島 中国・四国地区会長

理　事 椎野　正敬 〃 徳　島 調査広報委員

理　事 木下　伸二 九　州 福　岡 九州地区会長

理　事 岡薗　正浩 〃 宮　崎 健全育成委員長

理　事 北沢　好一 事務局長、全国高等学校長協会

代表監事 伊藤　　均 東　北 宮　城 退任理事

監　事 鈴木　敏彦 東　海 静　岡

〃 外城戸昭一 九　州 鹿児島

顧　問 髙間　專逸 北海道 北海道 前会長

顧　問 髙橋　正夫 九　州 大　分 元会長

相談役 藤井　久丈 北信越 富　山 元会長

相談役 小栗　　洋 全国高等学校長協会事務局長

総 　 務 　 委 　 員 　 会
職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名

委員長 北海道 松本　衆司 副会長 岩　手 工藤　重信 委　員 宮　城 正木　　毅

会　長 青　森 相川　順子 委　員 山　口 多々良健司 委　員 東　京 青木真佐枝

副会長 大　分 三浦　啓亨 委　員 宮　崎 岡薗　正浩 委　員 岐　阜 早川　悟史

進　路　対　策　委　員　会
職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名

委員長 宮　城 正木　　毅 委　員 青　森 住吉　治彦 委　員 愛　知 榎本　　実

担当役員 岩　手 工藤　重信 委　員 茨　城 田口　裕之 委　員 大阪府 藤田　城光

副委員長 鳥　取 池内　勝彦 委　員 東　京 岩淵　賢次 委　員 佐　賀 小出　邦彦

委　員 北海道 山本　富造 委　員 新　潟 齋藤　　隆

研 　 修 　 委 　 員 　 会
職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名

委員長 岐　阜 早川　悟史 委　員 北海道 榊原　綾子 委　員 東　京 丹羽　則子

担当役員 山　口 多々良健司 委　員 福　島 渡辺　健二 委　員 福　井 掛谷　龍一

副委員長 和歌山 西原　英男 委　員 神奈川 柳川　秀史 委　員 熊　本 田上　　忍

（ 仮 ） 会 費 等 検 討 委 員 会
職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名

委員長 岩　手 工藤　重信 委　員 宮　城 正木　　毅 委　員 兵　庫 三輪　一朝

委　員 大　分 三浦　啓亨 委　員 千　葉 白井　　平 委　員 広　島 中河原圭司

委　員 北海道 松本　衆司 委　員 東　京 南村　和良 委　員 福　岡 木下　伸二

委　員 山　口 多々良健司 委　員 石　川 吉岡　　洋

委　員 北海道 榊原　綾子 委　員 岐　阜 早川　悟史

健　全　育　成　委　員　会
職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名

委員長 宮　崎 岡薗　正浩 委　員 群　馬 腰髙　　博 委　員 奈　良 浦久保　誠
担当役員 北海道 松本　衆司 委　員 富　山 毛利　一朗 委　員 愛　媛 泉谷　睦美

副委員長 東　京 南村　和良 委　員 三　重 稲垣　元美 委　員 長　崎 山口　文雄

委　員 岩　手 松尾　正弘

調　査　広　報　委　員　会
職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名

委員長 東　京 青木真佐枝 委　員 北海道 中島　　圭 委　員 長　野 今堀　雷三

担当役員 大　分 三浦　啓亨 委　員 秋　田 佐々木克巳 委　員 静　岡 鈴木　敏彦

副委員長 徳　島 椎野　正敬 委　員 山　梨 楳窪　一浩 委　員 滋　賀 小西　康之

賠償責任補償制度運営委員会
職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名

委員長 大　分 三浦　啓亨 委　員 東　京 南村　和良 委　員 岡　山 中村　有作

委　員 北海道 野瀬　政裕 委　員 新　潟 丸田　　堯 委　員 熊　本 田中　和幸

委　員 青　森 本谷　隆司 委　員 愛　知 榎本　　実 委　員 本　部 北沢　好一

委　員 埼　玉 須田　　保 委　員 奈　良 浦久保　誠

一般社団法人移行準備委員会
委員長 岩　手 工藤　重信 専門委員 秋　田 工藤　元博 委　員 大　分 三浦　啓亨

専門委員 新　潟 荻荘　　誠 委　員 青　森 相川　順子 委　員 本　部 北沢　好一

平成２３年度　社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会役員・委員名簿

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
る

宮
城
県
高
Ｐ
連
　
正
木
会
長


